
越中立山の地名私考(1)

一立山連蜂域における 「 野 」
「 原」

「平 」 の付く地名緒論一

中葉菊文＊

はじめに

立山連峰域に関する資料をいくつか見ていると、 「 野 」
「 原」

「平 」の付く地名が数多く

みられる。 しかも、 中には 「 野 」 の付く地名が、 別名で 「原j
「平 」 にも呼称され、 ま

た、 「 原」 の付く地名が、 別名で 「平 」 の付く地名に、 さらには、 「平 」 の付く地名も、

別名で 「 野」の付く地名にも呼称され、 立山連蜂域という「空問」 では、 「 野 」
「原」

「平 」

の地形語が付く地名は、 どのような 「地名の認識（認知）」 がなされているのか。

本稿は、 立山連峰域での 「 野」 「原j 「平 」 の地形語が付く 「地名の詔識（認知）」 を検

討する緒論として、 必ずやらなければならない地名の分類に関する私考である。

今回は、ば吾構成」 と 「語義」 の面から、 立山連峰域での 「 野 」
「原」

「平 j の地形語が

付く地名の分類について、 今思う私見を述べてみたいと思う。

立山連峰域の 「 野」 「原」 「平」の付く地名の分類

今回、 取り上げた立山連峰域の 「 野 」
「原」

「 平」 の付く地名は、 表1の通りである。

表2は表1の 「 野 」
「原」

「平」の付く地名を、 それぞれの「野 」 ． 「原」 ・「 平」 の付く地

名の語構成とその語義を中心に分類した表である．。 一応、 表2内の表示法ー 1は、 語構

成による分類を示す。 それぞれの地形語を語基（第二群）とし、「野」 はA、 「 原」 はB、

「平」 はCと表し、 それぞれの語基に付く用語（第ー群）を、 十一の用語（ア～サ）に

関する項目で分類した。 同表内の表示法一 2は、 それぞれの地名の語基（第二群）であ

る 「 野 」
「原」

「平」の 「語義」 について、 語意と思われるものを提示した分類である匹

表示法ー 1 (A·B·Cそれぞれの地形語に付く用語を●印で表示。）
ア． 動物・柏物・樹木に関する用語 +A・B·C
ィ． 信仰及び伝誂・説話に関する用語 +A・B·C
ウ ． 形容語に関する用語
エ ． 地形・地努に関する用語
オ ． 人名にOOする用語
カ ． 比喩に関する用語
キ ． 鉱物に関する用語
ク ． 気象に関する用語
ケ ． 地名に関する用語
コ ． 交通・交易に関する用語
サ ． その他の用語
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+A·B·C
+A·B·C
+A·B·C
+A·B·C
+A·B·C
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+A·B·C
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表示法一 2 (それぞれの地形語の語義を「野」は◆印、「原」は■印、「平」は▲印で表示。）
A ア～サに関する用語（第ー群）＋①～⑫の語義（第二群）
B ア～サに関する用澁（第ー群）＋①～⑧の語義（第二群）
C ア～サに関する用語（第ー群）＋①～⑮の語義（第二群）

◆ 「野」 の語義
①山に対する野原の意。②人里に対して荒野の意。③人家に対していう田畑の意。④緩
傾斜地の意。⑤山の意。⑥放牧場の意。⑦草むらの意。⑧臨地の意。⑨火葬場の意。⑩
入会地の草刈地の意。⑪ヌの転訛で、 「沼j あるいは 「涅地」の意。⑫連体格の助詞rノ」

の意。

■ 「原」 の語義
①神聖な地の意。②場所の意。③山腹の意。④集落地の意。⑤開墾地の意。⑥ヒロ
（広）、またヒラ（平）の意。⑦未堅の入会草刈地の意。⑧林の意。

▲ 「平」 の語義
①平地や平原の意。②山中にある平らな所の意。③長野保でいう盆地の意。④山頂また
は中股の平らな場所の意。⑤山の中股から麗のあたりの意。⑥艇の意。⑦傾斜地や斜面
の意。⑧山の中腹や山服の意。⑨坂の意。⑩岡の意。⑪緑やへりの意。⑫側や方の意。
⑬自然堤防などの意。 ⑭山の一部が平らになっている所の意。⑮台地の意などである。

2 「野」 ．「原」両方の地形語にみられる同 ー地名

（▲印で示す。 さらに、「原」が主のもの▲ー 1と表す。）

ロ ． 「原」の付く地名が主のもの（現行地名）

「原」 の語義については、上記にした語意などが考えられる。 ただ、「原」の語は、あ

くまでも地形語と考える必要がある。＇
｀

倭名類炭抄面』の 「原」 の項目に、「毛詩云、蒻

平曰 』 原、音源、悶」 と広く平らな所といっている。 r古事類苑』の 「原」 の項目では、

「原ハ、ハラト云フ、炭平の義、地形ノ畷遠ナル艇ヲ謂フナ、又常二野原卜連呼ス、宜

シク野勾ヲ参照スベシ」
(2)と、「野」 とも関係するとも記している。

「野」について柳田国男は、「…野•原など＞いふ語を下に持った地名は、大体に皆開

発の以前から有ったものと見てよかろうが、其中でも実例が殊に多く、意味に苦しい変

遷があったらしいのは 「野」 という言葉であった。 もとは、野（ノ）というのは山の裾

野緩傾斜の地布を意味する日本語であった」
(3)と説き、以来、多くはこれに従ってきた。

しかし、前記したように、「野」には、多くの語義が唱えられている。
I ,、ク

また、 「野」 は『古事類苑 』 に、「「野ハ、ノト云ヒ、 古ハ、 ヌトモ云ヘリ、又野原卜連

呼ス、蓋シ我國ニテ野卜云ヒ、原卜云フ、其宜雨者二確然タル謳別アルニハアラズ、炭

平ナル荒地ヲ、或ハ野卜云ヒ、或ハ原トモ云フノミ、尚ホ原勾ヲ参石スベシ」
(4)と記すよ

うに、「原j とも関連する語である。 この 「野」 と 「原」が文献上、重複した地名として

は、既に平安時代の資料にみえる。 漢字資料では、「天皇遊揆原野」（『類炭国史』弘仁四
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年） の記事があり、 仮名資料でも 「二条のきさきのまだ東宮のみやすん所と申しける時

に、 おほはらのにまうでたまひける日よめるJ (『古今集」雑歌上・八七一詞） とみえる。

しかし、 「野」 と 「原」 は、 本来は違うということで、 その違いについての論考がい＜

つかある。

例えば、池田末則氏(5)や吉田茂梅氏(6)は、主として古代地名の用例や記紀歌謡、万葉梨

の用例から、 前者は「野」 は 「そとJ • 「ほか」
．「ひな」 の意を持ち、「原」 は 「平」

．「墜」

の意を持つ広く平らな地とし、原一野ー山と いう地勢的対立関係にあるとし、後者は「野」

を 「本来開発されていない原野で、 開発すれば耕作可能な土地」 をいい、 「原jを① 「特

定の植物、 ことに樹木の生える所」、 ②「野と類似の表現で、 梢生に関係なく広々とした

平地」、 ③ 「野を開発して人手を加えた所。 特に古代王朝（恐らくは飛島朝以後）によっ

て而浄なる地として開かれた所」 と分類している。 いわば、 地形・地努的対立概念から
「野」 と 「原」 の相遥を述べておられる。

辻田昌三氏叫ま、 万葉集や祝詞などを資料に、 「野」 は生活上の親近感を示し、 「原」 は

人問の住み難い踪楼と区別し、 前者は概して任生活に近 い場所であり、 後者はその逆と

するという。 いわば、 当時の生活空問からくる結果から、 踪壌文化的対立概念から捉え

られて いる。

また、 糸井通浩氏 (8)は、 「野」 は 「 山、 里」 と対立的に意識される空問概念の地形語で

あるが、 「原j は地形語ではなく、 地孟、 草木の孟などの個々の 図こ」 が 「張る」 状態を

個的な形象で認識する語で、 伝仰的人文的分節語であったとされる。 呈居や陵硲など特

殊な土地も、 特殊な孟のハル地として、 「原」と認識されたとする。同ー地点が視点によっ

て、 「野」 にも含まれ、 また 「原」 とも認識されもした。」 という。

では、 この項目で取り上げた地名はどうか。

▲ -1弥陀ヶ原（みだがはら）

立山西腹に位四し、 標高一六〇〇～二000姦までの広大な溶岩台地で、 弘法平より

上部、 天狗山の西のすそのまでの一帯をいう。 広義には美女平(980姦）から室堂平(2450

姦） までの台地をいう。 同地は湿原で多くの地塘（餓鬼の田という） がある。

同地は、 弥陀ヶ原の 「ヶ」 が脱落して弥陀原、 御田原（明治初期に仏教色を払拭する

ため改称された）、古名は中津原(9)また、天油原(10)とも呼ばれた。さらに、裔原弥陀ヶ原(11)

とも、 多くの別称で呼ばれた。

同地の地名由来として、「その昔、 親翌上人が修行に立山に登られたとき、紫雲がたな

びき、 お香のにおいで天国に居合わせたような気持ちになり、 遠くに阿弥陀様の姿を拝

んだ。 その後この原は阿弥陀様のおられる世界ということから弥陀の原といわれ、 いっ
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のころからか現在の名前になっている。 」 という(12)。 弥陀ヶ原の 「弥陀」 とは仏教語の阿

弥陀の略の意か。 第ー群に属する用語 「弥陀」
・「中津」

．「天津」 などは、信仰及び伝説・

説話に関する用語と考えられる。 第二群となる語基 「原」 は、CD'.§)の意などが考えられ

る。

また、同地を、 「野」 が付く 「弥陀ヶ原野」
(13)とも呼ばれた。 「野j の語義は、①②I@ 

などの意が考えられる。

本来、 「野」 と 「原」 は地形語で、しかも、空問認識は、この世 （集落）、両義的袋界、

あの世（異界）の三つに分けた中で考えられるが、ここで取り上げた 「 弥陀ヶ原」 と 「 弥

陀ヶ原野」 は、先学がいう 「野」 と 「原」の相迩では論じられない。

むしろ、立山連蜂域という空問に限った 「野」と 「原」 の使い方と考える。

3 「原」 ・「平」両方の地形語にみられる同ー地名

（■印で示す。さらに「原」が主のもの■― 1とし、「平」が主のものを■-2と表す。）
「原」 や 「平」 の語義については、上記にした語意などが考えられる。 この項目では、

原が付く地名は、高天原のみである。 後は、何々平と 「平j の付く地名で、別名で何々

原と呼ばれるものがほとんどである。

では、この項目に｝成する地名の語構成と語義について述べてみたい。

イ ． 「原」の付く地名が主のもの（現行地名）

■-1硲天原 （たかまがはら）

北アルプス水晶岳西麓に位罰し、岩苔小谷に沿った標裔ニー00~ニー五〇や；；；付近で、

菜原や地地が広がる。 商天原の「高天」の由来は、 「太郎兵衛平の奥地で神々しさから命

名されたのではないか。」(14)とある。 硲天は高い所、高地の意。 また、硲問で、ある程度

の硲さはあるが、狭問（はざま） のような狭い所の意とも考えられる四。 第ー群とする
「裔天」 は、信仰及び伝説・説話に閲する用語や地形・地努に関する用語と考えられる。

第二群の語基である 「原」は、(00)(§)の意などが考えられる。

また、 同地は、別名岩苔平（いわごけだいら）と呼称される。 同平は、 「享和二年の絵

図では、僅かに岩苔平が記入せられて居て、美しいこの平に漸く奥山廻り又は柚人足の

足跡が伸びて来た事を物語って居る。 」
(1

6
)と記され、また、 「柔ノ平の北部に在る美しい

平だ。 大きな池があり、美しい草地が掛名がる中にニッ三ツの祖沈池もそれぞれi限列なm

水を湛えて居る。 辺りは明る＜四園を鎖す栂の木影を撮して飽くまで桁閑の桜地であ

る。」とも記している。 岩苔は、字義通り 「岩に生えた苔」の意で、動物・柏物・梅木及

び鉱物に関する用語と思われる。 平の語義は、②G迎）などの意が考えられる。
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ロ． 「平」の付く地名が主のもの（現行地名）

■ ― 2大日平（だいにちだいら）

椋高二五0一位の大日岳南麓に位四し、称名川右岸の相塙一六00~一八oot訂の溶

岩台地で、 古くは畜生ヶ原・畜生原（ちくしょうがわら）という。 大日平の由来は、 大

日は近くにある大日岳に由来し、 大日とは仏教の大日如来の略で、 天照大神を祀った地

を指し、 そのため太協を拝む絶好の地という意味がある。 本地垂変説によれば天照大神

は大日如来の化身である。 第ー群の 「大日J iま、 信仰及び伝説・説話に関する用語であ

る。 第二群で語基の r平」 の語義は、①②④俎喝）などの意が考えられる。

また、 同地は畜生ヶ原といい、 畜生とは、 六道の一つで、 三悪趣の一つとされ、 生前

の悪行のむくいで死後に落ちる畜生の世界・埃遇のことで、 ここに、 仏教思想の畜生道

がここに硯念されたのである。 玲羊が多く生息するので、 これを畜生道の畜生と見立て

たのであらうという(I;)。伝承で、「…｝炭々立山に登り…思ひ出でらる北方ー原野あり畜生

原と名＜昔より此応に往きしもの遂に踪り来らずと云ふまた会て陸奥陸板割坂の人藤原

直弱と名つくる者荘に来りてゆくなり眠りしに身は何時しか牛と化し角さへ載きて馳せ

廻りしと聞く畜生には三十四憶の類ありて各残雪の心を含み小なるものは大なるものに

呑まれ弱きものは強きものに喰はる宍夜朝窮暫くも安き時なし短きは一時永きは一劫乃

至百千万劫を経るまて此苦を享くと云ふ藤原直蛋の生まれながら畜生と化したる因の為

せる果とは云へ」
(18)、 とこの地で、 昼哀したところ畜生となったとを記すものがある。

第ー群の「畜生」 とは、 信仰及び伝説・説話にl関する用語である。 第二群の語基である

「原」 語義は、①②＠逗）の意などが考えられる。

■ ― 2雲ノ平（＜ものだいら）

椋裔二五00~二七〇〇芯の黒部川源流の谷ふところにあるテ ー プル状溶岩台地で、

同地の蔽高点である椋高二八二五仁の祖父岳（じいだけ）を頂きに、 同地はハイマツの

中に安全岩・地塘・花畑が点在する暴観で、 まさに山孟のたむろする神秘境である。 現

在は、 雲ノ平といい、 奥ノ平ともいう。 クモノダイラの 「 クモ」 は、 動物の 「蜘蛛」 と

も表記された。 蜘蛛もた＜さんいたのであろうか。 雲ノ平は、 椋裔が二五00~二七0

〇郊という高いところに位四し、 孟の上に台地があるように見えるので命名されたので

はないか。 また、 奥ノ平というのは、 黒部川の最上流にあるため 「 奥」と呼称したのか。

あるいは、 有峰より二日も要するので 「奥ノ平」 と命名されたのか。 また、 近くに祖斑

岳があることから祖苺平とも呼称された。 第ー群に属する用語 「雲」 は、 気象に関する

用語。「奥 」の場合は、 形容語に関する用語。 祖母の場合は、 比喩に関する用語。 蜘蛛の

均合は、 動物・植物・樹木に関する用語と考えられる。 第二群で語基である 「平」の語
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義は、 ②©k斑釦:どの意が考えられる。

また、 同地は原の付く、 かっては大中原（おおなかはら）とも呼称された。 江戸時代

の加買蒋の奥山廻役絵固など越中古絵図には 「大中原」 と表記されている。 同地の最悩

点である祖父岳は、 古図に山中と記されている。 大中原は中山と関連地名であろう。 廣

瀬氏は、 大中原の由来について 「越中古名で、 赤岳を中岳、 水晶岳を中岳剣、 祖父岳を

中山、 同地（広ノ平）を大中原と 「中」 を呼称したのは、 この山塊が立山山脈と後立山

山脈との中問に高くもりあがり、 日本アルプスの最も奥深い山域を構成しているからで

あろう。 」
(19)という。 大中原の第ー群の 「大中」 については、 「大」 はこの地の大きさを

示し、 「中」はやはり炭瀬氏が、 説くように立山と後立山の問の意と考えられ、 形容語に

関する用語と思われる。 第二群で語基である 「原」 の語義は、CD@の意などが考えられ

る。

■ ― 2追分平（おいわけだいら）

弥陀ヶ原の内で、 かっては中津原とも呼ばれたという。 追分とは、 旧道で立山へ行

くための一ノ谷方面の登山迫と松尾峠を越えて立山温泉方面へ行く道の分岐点にあたる

意をいい、 交通・交易に関する用語である。 平の語義は、④� 過進加）意などが考えれ

る。 原の付く 「中律原」 の意については、 弥陀ヶ原の項目を参照。

■ ― 2室堂平（むろどうだいら）

椋益二四五〇姦で、 立山の真下にあり、 弥陀ヶ原の東端にある溶岩台地をいう。 室堂

平の第ー群に屈する用語 「室堂」とは、 かって立山禅定者が、 同地東側断伍にある玉殿

岩屋や虚空蔵岩屋などに宿泊参篭した。 この篭もり堂に由来するといわれ信仰及び伝

誂・説話に関する用語と考えられる。 また、 第二群である語基の 「平」 の語義は、①②

韓などの意が考えられる。 室堂は、 明治の初期頃、 仏教的色彩を消去するため、 室堂

の「堂」 を 「所」 に改称し、 室所と呼称した時期もあった(20)0

同地を、 かっては 「芭立山哄火口より溢流したる熔岩の、 浄土山の西側を掠めて押出

したる者は翠に二、 四〇〇米の 「室堂硲原」 を形成するに至った。 其末端は東方に於て

「在ノ河原」 方面なる浄土川が迫り、 北は地獄谷・畜生原に及んでゐる。 股荻たる一帯

の高原...J (21)や 「鋭石を過ぎ、 丘のやうな起伏を三三越えて室堂の裔原へ登りつくと

…
」

(22)というように、 「室堂高原」 とも呼称した。 ここでの、 「裔原」 は、 「裔い所にある

原」 の意で、 「原」の語義は、①②KIDなどの意が考えられる。

ちなみに、 平の付く地名は、 一般的な地名として全国的に分布している。 東北地方で

は 「平」 をタイと呼ぶ場合が多い。 青森・岩手両屎には台地や山中の平坦地、 段丘面、

山問小盆地などに 「～平（たい）」 と呼ばれる土地が非常に多い。 平の語義は、 前記のよ
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うに①～⑮の語義が考えられるように多くの意がある。 しかも、その中の語義のいくつ

かは「平坦地」を窓味している。 松尾俊郎氏は、「平の地名について、平坦地を意味する

地名は、 多くの種類があり、 地形地名として恐らく最も多彩な部 類に属するもので、こ

のことは人問生活における平坦地の意義を改めて考えさせるものがある。」
(23)というよ

うに、平の付く地名の語義については、難解である。

また、平の語義には、台地の意がある。黒田祐一氏がいうように、「平は、台地を窓味

する地名で、全国的に分布する。 表記は台でデーと発音するところもある。 周辺より一

段硲い平坦地をまわりと区別してつけられた地名で、 広大な台地全体をさすことはない。

そうした全体に対してはハラゃノといった地名がつけられていることが多いようであ

る(24)0 」 と、 平の地名は、 「原」 や 「 野」 の地名とも関連があることを示唆している。

4 「 野」 ・ 「原」 ・「平」すぺての地形語が付く同ー地名（◆印で示す。）

◆粟巣野 （あわすの）

立山連蜂域で、 この分類に屈するのは大山町の現行行政地名でもある粟巣野がある。

現在は、 粟巣野と呼称されているが、 アワスの原（アワス原）、 粟巣野平（平成に入り立

蔵ヶ原全体を「粟巣野平」 と命名したという。）(25)とも呼称される。 アワスの原（アワス

原）については、「猿飛山の麓に出でしに梢廣籾の地となる 「アワス」の原と云う村松某

の開釜地ありて… 」 と記すものがある(26)0

同地は、もと本宮村 （現同町本宮）地内で、 伝承でいう立蔵ヶ原の上方部の比較的な

だらかなー地域である。 第二次世界大戦後、 この地に入植があり、本宮村から同地が捉

供され村落が形成された。 始めは真川発＇這など廷設関係の開発において、最初の拠点地

を 「粟巣（アワス）」 といい、現在の 「粟巣野」 と呼称されるようになったのは、 ＇品山地

方鉄道立山線の駅名に名乗ったのが始めてであろうといわれている。

第ー群の 「粟巣」 の意であるが、 「アワス」 は、「袖あわす」 に由来する、「沿物の本体

から出た袖の部分（現在の同地の鉄管路の奥山台地）と粟巣（同地の最初の拠点地）の

端を結ぶ意」
(27)。 また、 この地に稗や粟を植えていたからという説がある。 アワスはア

ハヒ（問・合）の略「あいだ、 谷問」、 「楼目 」 の意と同意で、 「 A点とB点を結ぶ意」 か

らの命名ではなかろうか。 ここでの結ぶは、もとの領地 （本宮）とこの地を結ぶ意か。

本宮を中心とみれば、 この地は奥の方と考えられる。 第ー群とする粟巣は、 分類上、 今

回はその他の用語とする。 第二群の 「粟巣」 の語基である 「 野」
「原」

「平」 の語義であ

るが、 「 野」 は、C逗怠通刈脱cc
ゞ
の意が考えられ、「原」 の場合は、③G怠)(§XVなどの意

からか。 「平」 の場合の語義は ④⑥泡疼近梃沢翌などの意が考えられるが。
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5 おわりに

今回は、 紙面の関係上、 立山連蜂域における 「 野」
「原」

「平 」 の付く地名（表1 ) と

それら地名の 疇吾構成」と 「語義」 の面から分類した表2の提示と、 表2の中の(2)「野」
．

「原」両方にみられる同ー地名、(3)「原」
．「平 」 両方にみられる同ー地名、(4)「 野」・ 「原」 ．

「平 」 すべての地形語が付く同ー地名の推考を捉示したのみで、 予定されていた枚数が

きてしまい、 私自身、 日頃記している研究ノ ー トを少し整理した程度に終わってしまつ

た。 地名の分類すら十分に述べていない。

よって、 本研究の立山連峰域(28)という 「空問j での 「野」 「原」
「平 」 の地形語が付く

地名の 「地名の認誠（認知）」 についての私見は、 まった＜述べていない。 機会を新た

に、 述べてみたいと思う(29)0

註

1)楠原佑介 ・ 溝手理太郎編ピ也名用語語源辞典.d束京堂出版 1982.4)の「 野」は509~510

頁。 「 原」 は533頁。 「平」は365·549~550頁を引用。「野」
「原」

「平」 の語義について

は、 色々と説が唱えられているが、 同著は先学の研究を十分踏まえ、 わかりやく各項

目の語義を提示しているので、 今回は、同内の語義説を紹介した。 紙面の関係上、 各

項目の語義の捉示と終始したが、 楼会を新たに各項目に対する私見を述べたいと思う。

2) 『古事類苑」地部三 （吉川弘文館 1977.1) 947頁

3)柳田国男箸 r地名の研究』（角川：因店 1976.7) 61頁

4 )  r古事類苑』地部三 （吉川弘文館 1977.1) 921頁

5)池田末則著 r古代地名発掘J (新人物往来社 1978. 7) 所収の「 野」
「原」考(136~143

頁）。恩師である日本地名学研究所長の同氏と、同氏がこの論文を記すため奈良屎内を

踏査するのに、 何回か同行し、 多くの教示を受けた。 現在も同氏からご指恋ご鞭撻を

いただいている。 昭和50年代は、 同氏をはじめとして 「野」
「原」の迎いの研究が、 地

名 ・ 地理• 国文・語源学の面から盛んに行なわれた頃である。

6 ) 『束アジアの古代文化 16号」 (1978年）の吉田茂樹氏 「古代地名からみた「野」 と

「原」 の諸問忍」(170~181頁）

7) r島大国文』9 (1980 . 9) に、 辻田昌三氏が 「野」 と 「 原」 (32~44頁）を記し、 さ

らに、 同氏は同著 『古代語の意味領域』（和泉害院 1989. 6)で、 「 野」と「原」 0~42

頁）について詳細にまとめている。

8) 『愛文』15 (1979) で、 糸井通浩氏 「「原」
「 野」 語誌考 ・ 続紹」 (39~45頁）

9)炭瀬誠老: r立山黒部奥山の歴史と伝承』（桂内房 1984 .10) の 「越中奥山の地名と
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用字」 弥陀ヶ原(397~399頁）に、 「筵政十年(1798) 佐藤月窓r立山紀行』 に 「 中津

原は弥陀ヶ原ともいひて、 硲根に近きわたり ながら、 否茫たる 広き野原にて j あるや

うに、 別名 中津原であった。 神の座たる絶頂と下界との中問に位する原の意であらう。

中といふ言葉は、 単なる物理的中問では なく、 聖と俗の問を執り持つ重要な機能を有

し、 含菩深い語である。 」 と記されている。

10)廣瀬誠著『立山黒部奥山の歴史と伝承」（桂苫房 1984.10)の 「越中奥山の地名と

用字」 弥陀ヶ原(397~399頁）に、 「姦政十年(1798)の佐藤月窓のI
・

立山紀行.! fこも

載ってゐる。 さらに古く、 天和三年(1683)の大淀三千風の 「立山路往」 には天津原

といふ神道的な呼称で載ってゐる。」と記されている。

11)解諫・解俎広瀬誠応工山連峰誌料』（疫刻版）（新狭出版社 1991.12)の 「立山案内」

23頁

12)悩瀬重雄編 r 白山・立山と北陸修験迫」（名著出版 1977 .10)所収の佐伯幸長氏の

「立山をめぐる伝承説話」 や佐伯泰正著: r立山のむかし 』(1991)を参考にした。

13)中島正文著『北アルプスの史的研究』 （桂舌房 1986. 7)の23頁に 「慶安元年七月三

日 一行は …黄金坂より材木坂、 ぶな坂を経て弥陀ヶ原野に入り、 … 」 と記してある。

14) rふるさと再発見II ー 地名の由来の考察ー」（ 大山町自治振興会連合会 1997.3)278 

頁

15)監修池田末則『日本山岳ルー ツ大辞典J(竹苫房 1996.2) 637頁

16)中島正文名： r北アルプスの史的研究』 （桂書房 1986.7) 90~93頁

17)炭瀬誠著r立山のいぶき』 （シ ー ・エ ー・ ピ ー 1992.7) 237頁

18)解説・解忍広瀬誠『立山連峰誌料 』 （裂刻版）（新興出版社 1991.12)の r立山権現」

22頁

19)炭瀬誠著 R立山黒部奥山の歴史と伝承』（桂古房 1984 .10)の 「越中奥山の地名と

用字」密羽岳・水晶岳・赤牛岳(406~407頁）

20)広瀬誠編『越中 立山古記録』第三巻（立山開発鉄道 （株） 1990.10) 292頁

21)解説・解忍広瀬誠r立山連蜂誌料』（毅刻版）（新興出版社 1991.12) の 「立山 」 28

頁

22)解説・解忍広瀬誠『立山連峰誌料 』 （裂刻版）（新興出版社 1991.12)の 「立山群峯」

17頁

23)松尾俊郎著吐也名の探求』（新人物往来社 1985.7) 89頁

24) r日本 「 歴史 地名」総唸J(新人物往来社 1994.10)黒田祐一氏の 「 自然地名 」 の概

論(66~68頁）
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25)はるさと再発見II ー地名の由来の考察一J (大山町自治振興会連合会 1998.3)209

頁

26)解説 ・解俎広瀬誠 『立山連峰誌料』（疫刻版） （新典出版社 1991.12) の 「立山権現」

43頁

27)注25)前掲書

28) 立山連峰域について、 同僚の吉井亮ー氏より助言をいただいた。 今回、 表1 · 2に

提示した立山連峰域での 「野」 「原」
「平」 の付く地名は、 「大山町管内図」(5万分の1)

「立山町管内図 その1·2」(2.5万の1)の地図をはじめ、 r立山辿峰誌料』 • 『北アル

プスの史的研究 ．＇ ・ 『ふるさと再発見II ー地名の由来の考察一』. r立山黒部奥山の歴史

と伝承』. r直山屎の地名』（平凡社） . r角川日本地名辞典 富山只」 . r富山屎大百科事

典，（北日本新問社） など地名が掲載されている資料から抽出した。

29)本研究の中間発表を兼ね、 平成12年3月19日出富山民俗の会例会（於冨山梨民会館509

号室）で、 ＇畠山の 「野」 と 「 原」 の地名についてという題目で、 研究発表をした。

その時、 本庄油志 ・ 奥野達夫•佐伯安ー ・漆問元三・炭瀬誠 ・ 伊藤昭唸の諸氏より

色々とご教示を受けた。

今後、 機会を新たに、 本研究を詳細にまとめる時の糧としたい。

また、 本脳のタイトlレの見出しを 「越中立山の地名私考」 としたのは、 本 年度より

当館に勁務することとなり、 今後、 当館での在任中は、 立山に関する地名について、

毎年度、 拙い成果を本紀要で示したいと思うからである。
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表1 立山連峰域における 「野」 「 原」 「平」の付く地名一唸表

「野」の付く地名 「原」の付く地名 「平」の付く地名
立蔵ヶ原
行者ヶ原
原・説法ヶ原・千坊ヶ原
小原
浄土原
宮林
五色ヶ原・五色原
多枝原
千 ・1ふヶ原・千手ヶ原・千丈ヶ原

・ 千樹原· 千樹ヶ原
段ヶ原・団ヶ原
小松原
沿原
在の河原・在ノ川原・在川原．
斎JI!原．再栄河原
カペッケ原 ・ カペキ原
阿付原

しょういんのヒラ
林ノ平
白怖ヽ!'-

別LIJ,V- - =田平
平
芙女平
プナ平·Ill毛禅平
天狗平・天狗平栄
鏡石平
類子ヶ�'¥
弘法平
内祓助平
池ノ平
仙人平
歩ノ平
欅平
太郎兵衛平•太郎平
赤木平
タンポだいら
七姫平
法憧平
上ノ小平・ ヒノ子平
下ノ小平. Fノ子平
薬師平
薬師見平
祖父平
祖苺平

弥陀ヶJs;,:野 弥陀原・岡田原・弥陀ヶ原
・見だが原 ・ 中注原・天注原
硲天原 岩苔平
畜牛ヶ原・吝生原 大日平
大中原 裳ノ平・奥の平・奥ノ平・祖母

平．蜘蛛ノ斗
中注原 迫分平
:j'f� 高原 杢堂平

粟果野 アワスの原• アワス似 心野平
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表2 立山連峰域における「野」「原」「平」の付く地名別の「詔構成」と「語義」による分類一院表

トー‘

� (1) 「野」 「原J r平」の付く単一比名
ロ ． 「原J (B) の付く地名 表 ホ 法 I 表 ホ tt; 2 

ア イ ウ 工 オ 力 キ ク ケ コ サ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ (ID 

〇立試ヶ原 ． ． ■ ． ． ■ 

〇行者ヶ原 ． • ■ ■ 

〇原 ． ■ ． ■ ． ． 

〇小原 ． ． ■ ．

〇浄土原 ． ． ． • ．

〇宮林 ． ． ． ． ． 

〇五色ヶ原 ． ． ． ． ． 

〇多伎原 ． ． ． ． ． 

〇千カヶ原 ． ． ． ． 

〇段ヶ斥 ． • ■ • 

〇小松原 ． ． 

〇沿原 ． ． ． 

〇賽の河原 ． ． ． 

0カペッケ原 ． ． ． 

〇阿信原 ． ． ． 

i—f
E
迄
〔
臣
E
写
苓
要]

圭
冷
お
造

潟
ヽl

ゞJ

ハ ． 「平J (C)の付く地名 表 刀＜ 法 I 表 m 法 2 

ア イ ゥ 工 オ 力 キ ク ケ コ サ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑰ ⑪ ⑪ ⑮ 
〇しょういんのヒラ ． ▲ ▲ ▲ "' "'

〇林ノ平 ． • A ▲ 

〇白樺平 ． ▲ ▲ A 

〇別山平 ． ． ▲ ▲ 

〇平
〇美女平 ． It,. • • ▲ 

〇プナ平 ． ▲ ... ... ... ... 

〇天狗平 ． ▲ ▲ " " 

〇餞石平 ． ▲ ▲ ▲ ▲ 

〇鐸子ヶヽド平 ． ,;,. ▲ ▲ ▲ 

〇弘法平 ． ▲ ▲ ▲ ▲ 

〇内輩肋平 ． A .... ▲ ... 

〇池ノ平 ． ... ▲ 

0仙人平 ． ▲ ▲ ▲ i. 

0� ノ平 ． ． ... ... 

〇葵師平 ． ... ▲ ▲ • .;. ... 

〇薬師見平 ． ... ▲ ▲ ... • ▲ • 

〇祖父平 ． ▲ ▲ .... ▲ ▲ 

〇祖母平 ． ▲ ▲ ... ▲ 4 

〇樟平 ． ． ▲ A 

〇太郎兵衛平 ． ▲ • ▲ " ▲ 

〇赤木平 ． ． A A. ... J,,. ... ▲ 

0タンポだいら ． 4 ▲ "' J;. 4 

〇七廷平 ． ▲ ... ▲ ... ▲ & ▲ 4 

〇法憧平 ． ▲ ... " � ... ... A ... ▲ 

。J:ノ小平 ． ... • ... ... 

〇下ノ小平 ． • " ... ▲ 

20
0
0

�
3
 

Fl
 



(2) 「野J • r原J l�i:/iのIi'!形栢にみられる同一lむ名
― ―― 

ロ． 「和(8)吼〈目栢1;ん1） ＿
ィ＿
●＿
●

＿
ァ

ー
ウ

ー
カ

示 町
ゴ「

ー一
ヶ コ

＿
サ

一
⑨

.6.-1 �, 陀ヶ原
体陀ヶ原�}

①
l

■―
♦

 

表 示 法 ー う

@!®I ⑥|⑦ I® 
． 一

♦

c:n r原J • 「平」［サ方の紀形栢にみられる同一Ii!名. --
戸プ「恥(B)1.(/〈麟tn 表 示 法 ・ー 1 表 ホ 法 ー 2

ア イ ウ1工Iオ カ キ ク ケ コ サ ① ② ③ ④ ⑤ ® ⑦ ⑧ ⑨ I⑲ <ID⑫l⑬ ⑭ 1, ⑲ 
■― 1 裔天原 ● 1● I ■ ■ LI ■ 

岩芥平 ● l ● l I ▲ ▲|
―

I _ L 」 ▲ 
LJ. f°VJ (8)1/,j〈均粉1:iln 表 ホ tt ·- I 表 ホ 法 ー 2

テ�·ク エ オ カ キ ク ケ コ サ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ® ⑪ ,U, 日も 1'1釘1f
■― 2 大日乎 ● ▲ ▲ ▲ 1 ▲ ▲ 

iSt生ヶ原 ● ・ ・ ・ ・

■― 2 祖ノ平 . ... ▲ I▲ I▲ 
尖ノ平 ● ▲ ▲ I ▲ � 
祖母平 ● ▲ ▲ ▲ ▲ 
釈妹ノ平 ● ▲ ▲ ▲ ▲ 
大巾原 ● ・ · 

■― 2 追分平 ● ▲ . . ▲ ▲ 
中/1ll咲 . ■ ■ 

■•一2 室堂平 ● ▲ ▲ ▲ ， -r, ,. 
宝堂活原 . . . . 

(4) 「YI」 . 「原J ' 「平Jすぺてのtt形栢が付く同-·J臼名
渭」(A)·[f」 ・ 「平Jすべて紺〈月礼も 1 表 示
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